
中長期ロードマップ改定の概要

原子力災害対策本部 廃炉・汚染水対策チーム

平成２７年１１月

資料２

214812
長方形



福島第一原子力発電所の廃止措置に向けた主要な目標工程



プラン① プラン②

ア
安全・安心の追
加対策

＋約17.5ヶ月
例：ダスト飛散防止対策等（＋12ヶ月）

＋約3ヶ月
・干渉物撤去作業の時期見直し

＋約16ヶ月
例：追加線量低減対策（＋14ヶ月）

イ
判明した状況
への追加作業

＋約13ヶ月
例：3号機の反映（＋10ヶ月）

＋約0.5ヶ月
例：3号機の反映

－約2.5ヶ月
例：取出設備の変更

＋約3ヶ月
例：プールゲートの追加調査（＋1.5ヶ月）

ウ
複数作業の干
渉による中断

＋約4.5ヶ月
・陸側遮水壁との工程調整

＋約2ヶ月
・ミュオン装置設置との工程調整

‐

小計 ＋約35ヶ月 ＋約5.5ヶ月 ＋約2.5ヶ月 ＋約19ヶ月

エ
機器の不具合
等のトラブル

＋約5.5ヶ月
例：クレーンの不具合等（＋3ヶ月）

‐
＋約11ヶ月
例：機器のプール内落下等（＋7ヶ月）

オ
情報不足に因
る判断の遅延

‐
＋約1.5ヶ月
・撤去する構造物の見直し

‐

小計 ＋約5.5ヶ月 ＋約1.5ヶ月 ＋約11ヶ月

合計 ＋約40.5ヶ月 ＋約7ヶ月 ＋約4ヶ月 ＋約30ヶ月

年度
１号機 ２号機 ３号機

旧 新 旧 新 旧 新

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2017.11
2018.1

2020.8‐11

2021.3

2020.4

2015.7現在

取出装置の設置

ガレキ撤去等

燃料取り出し

準備工事

取出装置の設置

建屋上部解体・改造等

燃料取り出し

事前作業

取出装置の設置

ガレキ撤去等

燃料取り出し

プラン①
プラン②

使用済燃料プールからの燃料取り出しにおける工程見直し

建屋カバー解体等

プラン① ：燃料・デブリ取り出し兼用コンテナの設置
プラン② ：燃料取り出し専用カバーの設置



想定されるリスク

１～３号機 カバー解体作業や、建屋周辺整備工事
作業時の放射性物質飛散

４号機 燃料によるリスクは無し

共通事項 作業安全に関するリスク



２４

⑤海側遮水壁の設置

③凍土方式の
遮水壁の設置

②サブドレン・地下水ドレンに
よる地下水のくみ上げ

①地下水バイパスによる
地下水のくみ上げ

④雨水の土壌浸透を抑
える敷地舗装

地
下
水
の
流
れ

⑧多核種除去設備(ALPS)等
による汚染水浄化

⑥タンクからの漏えい対策

提供：日本スペースイメージング(株)、©DigitalGlobe、2014年12月25日撮影 

⑨地下トンネル（トレ
ンチ）内の高濃度
汚染水除去

３ １

汚染水対策の概要

Ａ

Ａ´

汚染水対策の３つの基本方針 

（１）汚染源に水を「近づけない」 

 新たな汚染水の発生を抑制するため、原子炉建屋内へ

の地下水流入を抑制。周辺地下水のくみ上げ、建屋周辺

への遮水壁の設置等を実施。（右図①②③④等） 

（２）汚染水を「漏らさない」 

 汚染水が外洋に漏えいしないよう、護岸への遮水壁の設

置や、タンクのリプレース等を実施。（右図⑤⑥⑦等） 

（３）汚染源を「取り除く」 

 タンク内の汚染水の浄化や、地下トンネル（トレンチ）内の

汚染水の除去を実施。（右図⑧⑨等） 

②サブドレン

③凍土壁

②地下水ドレン

⑤海側遮水壁

①地下水バイパス

Ａ Ａ´ 1 

⑦水ガラスによる地盤改良



2013年9月時点 
「基本方針」 

原災本部決定 

これまでの取組と成果 
（～2015年10月） 今後の見通し 

近 
づ 
け 
な 
い 

漏 
ら 
さ 
な 
い 

取 
り 
除 
く 

サブドレン

凍土壁

地下水ドレン

海側遮水壁

地下水バイパス

 
 

地下水の 
建屋流入量 

 

タンク内の 
高濃度汚染水
（濃縮塩水）の 

処理 

トレンチ内の 
高濃度汚染水

の処理 

フランジ型 
タンクから 

高濃度汚染水
300m3漏えい

等 

地下水バイパス稼働【2014.5～】 サブドレン稼働【2015.9～】 

約100m3/日未満【2016年度内】 約150m3/日 約300m3/日 約400m3/日 

凍土壁（陸側遮水壁） 閉合【2015年度内】 

タンク内汚染水の処理が概ね完了【2015.5】 

累計約2万m3 累計約62万m3 
※更なるリスク低減の観点から、ALPS処理を継続。 

ALPS処理水の長期的取扱いの検討 
【2016年度上半期～】 

トレンチ内汚染水の処理が概ね完了【2015.8】 

累計0 m3 累計約1万m3 

高濃度汚染水の処理水は全て溶接型タンクに貯蔵
【2016年度早期～】 
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＜その他＞ ○K排水路の港湾内への付け替え【2015年度内】 ○廃棄物の処理処分に関する基本的な考え方のとりまとめ【2017年度内】 2 

汚染水対策の進捗と今後の見通し

※サブドレン稼働により、凍土壁の運用に際して、規制庁が
求めている「地下水位管理」が可能となる見通し。

海側遮水壁閉合完了【2015.10】 



 平成２７年６月１２日、「廃炉・汚染水対策関係閣僚等会議」において、中長期ロードマップを改訂。
 「燃料取り出し」については遅れはあるものの、「汚染水対策」、「燃料デブリ取り出し」及び「廃棄物対策」の

目標工程を維持することで、廃止措置終了まで３０～４０年という大枠は堅持。【詳細は次頁】

＜完了＞ ＜進行中＞

廃炉
・4号機燃料取り出し【2014年12月】 ・1号機カバー解体 

・3号機ガレキ撤去 
・格納容器内調査（ロボット調査等）
・放射性廃棄物の性状把握

汚染水対策

「取り除く」 ・港湾内海底土被覆【2015年4月】 

・タンク内汚染水処理【2015年5月27日】 
※タンク内残水はタンク解体時までに処理

・トレンチ内汚染水除去【2015年7月30日】 

「近づけない」
・地下水バイパス運用【2014年5月～】 

 ※汚染水の増加量 は80m3/日 程度減少と評価 
・サブドレン運用【2015年9月～】 

・陸側遮水壁【4月30日～試験凍結中】 

・敷地舗装【7月時点：約8割施工】 

「漏らさない」
・海側遮水壁【2015年10月】 

・タンク堰かさ上げ等【2014年7月】 

・水ガラスによる地盤改良【2014年3月】 

・処理水の溶接型タンクによる貯水

第1期 

2011年12月 
（冷温停止状態の達成） 

第2期 第3期 

2013年1１月 2021年12月 

廃止措置終了まで（30～40年後） 燃料取り出し開始まで（2年以内） 燃料デブリ取り出し開始まで（10年以内） 

現在 

主な対策の進捗状況

中長期ロードマップにおける廃止措置終了までの期間区分

廃炉に向けた工程（中長期ロードマップ（平成２７年６月１２日改訂））①
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 大枠の目標（青字）を堅持した上で、優先順位の高い対策について、直近の目標工程（緑字）を明確化

全体 廃止措置終了 ３０～４０年後

汚染水対策 建屋内滞留水の処理完了 ２０２０年内

取り除く 敷地境界の追加的な実効線量を１ｍＳｖ／年未満まで低減 ２０１５年度

新規

多核種除去設備処理水の長期的取扱いの決定に向けた準備開始 ２０１６年度上半期

近づけない 建屋流入量を１００ｍ３／日未満に抑制 ２０１６年度

漏らさない 高濃度汚染水を処理した水の貯水は全て溶接型タンクで実施 ２０１６年度早期

滞留水処理 建屋内滞留水中の放射性物質の量を半減 ２０１８年度

燃料取り出し 使用済燃料の処理・保管方法の決定 ２０２０年度頃

１号機燃料取り出しの開始 ２０１７年度下半期 ２０２０年度

２号機燃料取り出しの開始 ２０２０年度上半期 ２０２０年度

３号機燃料取り出しの開始 ２０１５年度上半期 ２０１７年度

※目標工程の変更要因は、ダストの飛散防止対策、作業員の被ばく線量低減対策等、「安全・安心対策」の実施等に
よるものが大半。今後、「トラブル」や「判断遅延」に基づく遅れは起こさないように努める旨を明確化。 

燃料デブリ
取り出し

号機毎の燃料デブリ取り出し方針の決定 ２年後を目途

初号機の燃料デブリ取り出し方法の確定 ２０１８年度上半期

初号機の燃料デブリ取り出しの開始 ２０２１年内

廃棄物対策 処理・処分に関する基本的な考え方の取りまとめ ２０１７年度

冷却水以外の建屋内の水や
汚染水の増加量をほぼゼロに

被ばくリスクの
低減目標達成

汚染水増加量の大幅抑制

タンクからの漏えいリ
スクの大幅低減

建屋からの漏えいリスクの低減

廃炉に向けた工程（中長期ロードマップ（平成２７年６月１２日改訂））②
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